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孫の育児に参加する祖父母の精神的健康に関する文献的考察
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目的 祖父母が孫の育児に参加することは，育児支援という視点からも，高齢期の生きがいづくり

という視点からも意義があると思われる。「祖父母」という育児資源を利用し続けていくため

には，祖父母の健康への影響を理解することが重要と考え，本研究では，国内外の孫の育児に

参加する祖父母の精神的健康に焦点を当てた研究を整理し，今後の研究を進めていく上での課

題を明らかにすることを目的とした。

方法 国内の文献は医中誌 web・メディカルオンライン・CiNii・DiaLを用いて検索し，引用文献
を含めた計10件を本研究に活用した。海外の文献はWeb of Knowledge・PubMedを用いて検
索し，英文文献計10件を本研究に活用した。

結果 国内の文献では，孫の育児あり/なし群の比較によって健康影響を比較した文献がみられな

かった。一方，孫の育児に参加している祖父母の内部比較からは，孫育児参加の精神的健康に

影響を与える要因が複数存在する可能性が示された。また，孫育児へ参加している祖父母は精

神的に良い影響（主観的幸福感・生きがい）と悪い影響（抑うつ・不安）の両方を受けている

ことが示された。英文文献では，支援型の孫育児による精神的健康への影響について，良い影

響を報告する文献と悪い影響を報告する文献とに分かれ，一貫した結果が得られなかった。ま

た，日本とアメリカの研究を両方整理したことにより，両者の研究方法，特に対照群の選択基

準や用いた尺度，解析における調整の有無などに違いがあることが明らかになった。

結論 国内外の文献から孫の育児参加の有無による精神的健康への影響を結論づけることはできな

かった。一方，孫育児に参加している祖父母は精神的に良い影響と悪い影響の両方を受けてい

ること，精神的健康を左右する要因が複数考えられることが示された。今後の研究課題として

は孫育児の定義を明確にして研究を進めること，研究のデザインや解析の方法を工夫するこ

と，祖父母の身体的な健康にも焦点を当てた研究を進めることが挙げられる。
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 緒 言

近年，女性の社会進出が進み，子育て期にある女

性の有業率は増加している1,2)。また，核家族化の

進行により育児の孤独化も問題とされている3)。育

児負担の大きい子育て世代をサポートする仕組みと

して，保育所や育児サロンといった公的な支援とと

もに，祖父母からの支援もまた大事な育児支援資源

である。

日本では三世代世帯は近年減少傾向にあるもの

の，祖父母の育児支援は今後も重要な資源であり続

けると予測される。それは部分的には同居率が依然

として高いことと，近居という居住環境の選択が増

えていることから伺える。具体的には，全世帯のう

ち三世代世帯は6.94)と低い一方で，対象を共働き

の家庭に限ると，三世代世帯は約30ある5)こと

や，親と別居している20歳以上の既婚者のうち「敷
地内別居」，「親世代の距離が 1時間以内」である者
を合わせた割合は1994年の63.9から2007年の

76.0と高くなっている6)ことが挙げられる。昨今

の不景気で，共働きの家庭は増加すると予測される

一方7,8)，保育施設の増設には時間がかかること

や，とくに低年齢児では保育にかかるコストが高い

ことからも，ますます孫の世話を祖父母に託した

い，頼らざるを得ないという需要は増加するのでは

ないかと考える。

祖父母が育児に参加することが母親の負担軽減や

メンタルヘルスに良い影響を及ぼすことが先行研究

により明らかにされている。山田らの研究によれば



10061006 第57巻 日本公衛誌 第11号 2010年11月15日

「働く母親の半数が祖母の協力を得ており」，「家事

育児やその他突発的出来事に対し，遠慮しないで頼

める唯一の存在として」頼りにしている様子がうか

がえるという9)。また，八重樫らは祖父母が適度に

子育てに参加し適度に孫と交流しているとき，母親

の不安が低くなると報告している10)。

一方，育児参加が祖父母にもたらす影響も数は少

ないが報告されている。古くから日本では，「目の

中へ入れても痛くない」くらいかわいいものとして

孫の存在が捉えられており，祖父母にとって孫との

交流は幸福な体験であると考えられてきた。その一

例として，橋本らは，孫の誕生を経験した祖父母の

幸福感が高いことを示している11)。一方で，近年で

は社会の価値観が変化し，高齢になってから趣味を

楽しんだり第二の人生を謳歌したりするなど，祖父

母としての役割に縛られない自由な高齢期の過ごし

方も認められるようになった。育児の方法や家族の

あり方も変化し，孫の育児を任せられた祖父母から

の悩み相談があるケースも報告されている12)。孫と

の関わり方によっては祖父母に負担をもたらす可能

性も否定できない。

欧米では子育てできない子世代に代わってフルタ

イムで孫の面倒をみる主たる育児者（Primary/Cus-
todial caregiver以下「保護者型」）の祖父母への
健康影響が問題となっている。これらの祖父母は，

親の死亡，親が服役中，薬物/アルコール中毒，精

神/身体障害を有している，親による虐待やネグレ

クトといった理由で孫の育児を担っていることが報

告されていた13,14)。このような祖父母に関するレビ

ューはすでに報告されており，抑うつやストレス，

健康行動の変化など，幅広く問題が取り上げられて

いる15～17)。

保護者型の孫育児が社会問題化している諸外国と

異なり，日本では両親の育児を手伝う「支援型」の

孫育児が主流であり，孫育児書18)や，保健師や助産

師らが開催している祖父母教室19,20)は支援型の祖父

母に焦点をあてたものである。しかし，日本の孫育

児に該当するような，支援型の孫育児による祖父母

への健康影響について整理した研究は，筆者らの知

る限り見当たらない。「祖父母」という資源を利用

し続けていくためには，祖父母の健康への影響をき

ちんと理解しておくことが重要と考えられる。そこ

で本研究では，国内外の孫の育児に参加する祖父母

の精神的健康に焦点を当てた研究を整理し，今後の

研究を進めていく上での課題を明らかにすることを

目的とした。

 方 法

. 和文文献

日本における孫育児に参加に関する文献を収集す

るために，（孫 AND育児）OR（祖父母 AND育児
支援）という検索式を作成し，医学中央雑誌刊行会

の医中誌Web（Ver.4）Advanced Mode，株式会社
メテオの医学文献検索サービスMedical*Online，
国立情報学研究所の CiNii，ダイヤ高齢社会研究財
団の DiaL社会老年学文献データベースを用いて検
索した。ただし DiaLにおいては「孫」，「育児」，
「祖父母」の単検索語でそれぞれ検索している。文

献の年代について制限は設けていない。このうち調

査対象を祖父母とし，孫の世話による祖父母への精

神的健康影響に言及している文献に限り，本資料で

活用することとした。

本研究では，文献の選定基準として「孫育児」の

明確な定義を設けず，明確に育児参加と定義が述べ

られていなくとも，孫との直接的な交流と祖父母の

健康に言及している文献を対象とした。

文献の分析においては，研究のデザイン・目的，

孫育児の定義，対象者の抽出方法・人数・特性・孫

の年齢，対象地域，調査方法・尺度，結果について

抽出し，このうち一部を表 1にまとめた。
. 英文文献

和文文献において取り上げられた精神的健康影響

について海外の文献と比較するため，（care* AND
grandchild*) AND (`̀ mental health'' OR psycholog*
OR stress OR well-being）という検索式を作成し，
Web of Knowledgeと PubMedで検索した。ただし
文献の年代について制限は設けていない。このうち

祖父母の精神的健康に言及しており，かつ支援型の

孫育児を担っている祖父母を対象とした文献につい

て整理することとした。「支援型」の定義や呼び名

は様々であるが，フルタイムの孫育児ではなく，育

児を部分的に担っていると推定される記述のある文

献を対象とした。

文献の分析においては，研究のデザイン・目的，

孫育児の定義，対象者の抽出方法・人数・特性・孫

の年齢，調査方法・尺度，結果について抽出し，こ

のうち一部を表 2にまとめた。

 結 果

. 日本における孫育児研究

計61件の文献がヒットした（2009年 1月10日現
在）。このうち条件に合った 7件の文献を本研究に
活用した。また，文献に引用されている文献等 3件
を加え，計10件を調査対象とした21～30)。収集した
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文献の内訳は，論文 8件，報告書 2件であった。和
文文献の概要を［表 1］に示す。
対象とした文献ではすべて孫を持つ祖父母が分析

対象者であった。対象者を，孫育児に参加している

祖父母として操作的に定義している文献は，6件あ
った。これらの定義を以下に示すと，「孫と同居し

ており，日常的に孫と関わりをもつ祖母」24)，「3～5
歳児をもつ祖父母のうち，幼児と同居または近隣に

居住しかかわりのある者」25～27)，「子・孫と 1時間
以内の近居であること」28,29)と著者によってそれぞ

れ独自に定められていた。

10件の研究のうち「孫の育児に参加していない」
祖父母という対照群を明確に置いた研究デザインは

見当たらず，すべて育児に参加している祖父母の内

部比較による文献であった。

育児参加による精神面への影響については，抑う

つと主観的幸福感に関しては尺度を用いた測定が行

われていたほか，祖父母の抱える様々な悩みや喜び

の記述も報告されていた。

孫育児による精神面への影響を，尺度を用いて

検討している文献は 3件あった。宮中らは PGC
モラールスケール（Philadelphia Geriatric Center
Morale Scale）を用いて祖母の主観的幸福感を，自
己評価式抑うつ尺度（Self-Rating Depression Scale:
SDS）を用いて祖母の抑うつ傾向を測定してい
る25,27)。SDSの得点は平均30.1（SD＝7.3）であり，
これは一般女子学生より約 4点高く，60歳以上の老
人施設入居者よりも約11点低い結果であった25,27)。

解析の結果，心の健康と「孫育て参加の意識」との

関連が明らかになり，具体的には，孫育て上，身体

的疲労の心配のない者，孫育てが楽しい者，自分の

子育ての頃と孫育ての仕方が異なり戸惑うことのな

い者，母親と育児方針が異ならない者で心の健康度

が有意に高かった25,27)。一方，杉井らも PGCモ
ラールスケール17項目のうちの 3項目（孤独感・有
用感・生活満足度）と独自に作成した祖母と孫との

関係性を測定する 4項目の計 7項目を用いて，主観
的幸福感を測定している24)。杉井らは祖母が育児に

かかわる際の「孫育て参加の実態」が心の健康に関

連するとしており，具体的には，母親の育児量に関

わらず，また祖母としての育児参加意欲の積極性に

関わらず，実態としての育児量の多い者で，主観的

幸福感が高まるとしている24)。また孫育児の内容に

ついては直接的子育てよりも社会文化的子育てを行

うことによって主観的幸福感が高まるとしている24)。

育児参加の否定的な影響について独自項目によっ

て測定された結果をまとめる。宮中らの研究では，

育児参加において何らかの心配や不安がある祖母は

70.8おり，その内容は「自分の身体の疲労」，「自
分が子育てをしていた時と子育ての仕方が異なり戸

惑う」，「孫の母親との育児方針の相違」，「孫がなつ

かない」というものであった25～27)。小野寺は育児

参加における悩みを「ケア内容をめぐる悩み」と

「ケア基盤をめぐる悩み」の 2つに大別した29)。「ケ

アの内容」については，「今どきの子ども」である

孫の教育やしつけの難しさを挙げるものが多く，

「ケア基盤をめぐる悩み」としては，身体的疲労を

筆頭に，自分自身の時間を持つことの困難さ，育児

責任の重圧，金銭面の負担等が挙げられている29)。

久保らは質的データから祖母になるということに関

する記述を 7つに分類し，その 1つとして重荷につ
いて取り上げており，孫の世話をすることの身体的

な疲労に加え，心理的な疲労，忙しさ等をまとめて

いる30)。

次に育児参加によって得られる肯定的な影響につ

いて独自項目によって測定された結果をまとめる。

孫との関係によって得られる肯定的な意識として

は，孫がいることに生きがいや張り合いを感じるこ

とや，若々しい気持ちになることが挙げられる。生

きがいを感じると答えた祖父母は78.0～95.2お
り21,22,25,27)，若々しい気持ちになれると回答した祖

父は74.9，祖母は79.5いた22)。質的研究でも，

「人生に張り合いがあるというか・・・楽しみが増え

たという感じ」，「孫がいると活気がでる」，「孫から

元気をもらう」といった語りが報告された30)。

. 海外における孫育児研究

Web of Knowledgeで115件，PubMedで144件の
文献がヒットした（2009年 1月10日現在）。このう
ち祖父母の精神的健康影響について言及している文

献は36件，さらに保護者型の孫育児だけではなく支
援型の孫育児にも焦点を当てている文献は10件であ
った31～40)。本研究ではこの10件の文献について整
理することとした。

10件の文献はすべてアメリカの文献であった。文
献の概要を［表 2］に示す。
支援型育児者の定義・呼び方は［表 2］に示した

通り多様であった。「同居していない 1人以上の孫
に対して過去 2年間に計100時間以上の孫の世話を
行っている」者34,39)，「平均して週30時間以上（週
10～29時間/週 1～9時間）孫の世話をするか，過去

1年間に孫だけの宿泊が90日以上（7～89日/1～6日）
あった」者35)，「週15時間以上孫の世話をしている」
者31)，「三世代世帯の祖母」32～34,38,40)という操作的定

義がなされていた。日本の研究のように孫の年齢を

狭く限定している文献は見当たらなかった。

精 神 的 健 康 の 尺 度 と し て は Center for
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表 日本の孫育児研究の概要

デザイン 分析対象者数
従属変数 結 果

方 法 選出方法

北村

（2008)21

量的横断研究 416人（男性187・女性229）
質問紙調査 全国の生活調査モニター

50～70歳の男女から回収
した質問票のうち，「孫が
いる」と回答したもの

独自の質問項目
（孫がいることに，はり
あいや生きがいを感じ
る・孫と接すると身体的
に疲れを感じる 等）

孫との関係をめぐる意識について，
「はりあいや生きがい」を感じてい
る祖父母は 9割以上いた

清水

（1994)22

量的横断研究 1,038人
（男性475・女性563）

質問紙調査 兵庫県の孫を持つ婦人会
の会員とその配偶者。孫
の年齢を 4～5歳に近くす
るため，50代後半から60
代前半の会員が中心とな
るように配慮

独自の質問項目
（孫とのかかわりの態度
をたずねる 3項目・孫は
どのような存在かをたず
ねる10項目 等）

「孫はかわいいが一緒にいると疲れ
ることが多い」と回答した祖父母が
5割以上いた。同居の祖父母より
も，遠居の祖母，近居の祖父でこの
割合が高かった

孫の存在を「生きがい」だと感じて
いる祖父母は 7割以上いた
「孫がいるおかげで若々しい気持ち
になれる」と回答した祖父母は 7割
以上いた

杉井ら

（1994)23

量的横断研究 177人（男性14・女性163）
質問紙調査 兵庫県北部の 3地域の 3

歳児健診受診者の祖父母

PGCモラールスケール
より「孤独感」「有用感」
「生活満足感」のサブス
ケールを利用

親との「意見が合う」と認識してい
る者ほど「有用感」が有意に高かっ
た

「生活満足感」は孫から慕われ，な
つかれる事によって高まった

杉井ら

（1996)24

量的横断研究 111人（女性111人）
質問紙調査 兵庫県北部の 3地域の 3

歳児健診受診者の祖父母

主観的幸福感に関する
独自項目

PGCモラールスケー
ルより「孤独感」「有
用感」「生活満足度」
のサブスケールを利用

祖母自身が多く孫育てを行っている
と認知しているほど主観的幸福感が
高かった

祖母自身の育児参加意欲と祖母の主
観的幸福感に有意な相関は見られな
かった

「昔話や本の読み聞かせ」「ほめたり
叱ったりする」という孫育児の内容
で主観的幸福感が有意に高かった

宮中ら

（1995)25

量的横断研究 270人（女性270人）
質問紙調査 京都府内の 3歳児検診受

診者のうち，孫の母親と
同居または近隣に居住
し，孫と何らかの養育的
関わりのある祖母

自己評価式抑うつ尺度
（Self-Rating Depression
Scale: SDS）

PGCモラールスケー
ル（主観的幸福感）

子育て参加の心配・不
安に関する独自項目

身体の疲労を感じている祖母は
43.7いた

子育て参加の意識がネガティブ（身
体疲労の不安・孫の世話が楽しくな
い・母親との育児方針の相違 等）
なほど心の健康が有意に悪かった

子育て参加度（幼児期の直接的子育
て・乳児期の直接的・社会文化的子
育て）によって心の健康に有意な違
いが生じた

宮中ら

（1996)26

量的横断研究 528人（女性528人）
質問紙調査 京都府内の 3歳児検診受

診者のうち，孫の母親と
同居または近隣に居住
し，孫と何らかの養育的
関わりのある祖母

子育て参加の心配・不
安に関する独自項目

孫の世話を生きがいと感じている祖
母は71.8いた

宮中

（2001)27

量的横断研究 528人（女性528人）
質問紙調査 京都府内の 3歳児検診受

診者のうち，孫の母親と
同居または近隣に居住
し，孫と何らかの養育的
関わりのある祖母

自己評価式抑うつ尺度
（Self-Rating Depression
Scale: SDS）

PGCモラールスケー
ル（満足度）

子育て参加の心配・不
安に関する独自項目

抑うつ度に影響する要因は，「子供
の世話が嫌い」「直接的子育て参加
が少ない」「身体疲労」「母親が実娘」
「育児方針の相違」「社会文化的子育
てが多い」等だった

満足度に影響する要因は，「育児方
針の相違なし」「子供の世話経験」
「身体疲労なし」「子供の世話が好き」
「直接的子育て参加が多い」等だっ
た
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表 日本の孫育児研究の概要（つづき)

デザイン 分析対象者数
従属変数 結 果

方 法 選出方法

小野寺

（2004)28

質的研究 11人（女性11人）
半構造化面接 札幌市圏で行った別の調

査の回答者から，子や孫
と別居しており，子世代
と 1時間以内に近居して
いる祖母を抽出した

― 育児参加における悩みを「ケア内容
をめぐる悩み」と「ケア基盤をめぐ
る悩み」の 2つに分類。「ケアの内
容」は，孫の教育やしつけの難しさ
など，「ケア基盤をめぐる悩み」は，
身体的疲労，時間的拘束，育児責任
の重圧，金銭面の悩みなどとした

根本的な解決が達成されていないこ
とを指摘した

小野寺

（2004)29

質的研究 11人（女性11人）
半構造化面接 札幌市圏で行った別の調

査の回答者から，子や孫
と別居しており，子世代
と1時間以内に近居してい
る祖母を抽出した

― 孫と別居する祖母の支援満足度は，
認知される精神的支援が多いほど高
くなった。そして精神的支援量は，
祖母と孫家族との交流が多く，支援
の負担が祖母の生きがいや楽しみを
侵害せず，自身の老後のケアを対象
家族に期待でき，祖父が協力的であ
ると認識するほど多くなった

久保ら

（2008)30

質的研究 10人
半構造化面接 孫を持つ女性（機縁法）

― 祖母になるということに関する記述
は［癒し体験］［いきがい］［命のつ
ながり］［浄化］［重荷］［家族の変
化］［夫婦関係の好転］という大カ
テゴリに分類された

1009第57巻 日本公衛誌 第11号2010年11月15日

Epidemiologic Studies Depression Scale（CES–D）を
用いて抑うつを調査したものが多く，他に育児負

担・ストレス・祖父母満足度や生活満足度といった

well-beingについて調査しているものもあった。
以下では支援型の祖父母と比較している対照群の

置き方によってまとめることとした。

支援型育児を行う祖母と，育児を行っていない

祖母とを比較した研究が 4件あった。Health and
Retirement Surveyのデータを用いた Szinovaczら39)

の研究では，同居していない孫の世話を年800時間
以上（換算すると週15.3時間以上）している祖母
は，孫の世話をしていない祖母よりも有意に抑うつ

度が低いことが示された。また Bowersら31)の研究

では，同居していない孫の世話を週15時間以上して
いる祖母は，普段世話をしていない祖母よりも祖父

母満足度は有意に高い傾向がみられた。一方Musil
ら38)の研究では，息子/娘およびその子（孫）と同

居して孫の世話をしている祖母は，世話をしていな

い祖母よりも有意にストレスが高く，抑うつ度が

高いことを報告していた。また，National Survey of
Families and Household（NSFH）のデータを用いた
Minklerら35)の研究では，週30時間以上孫の面倒を
みている祖母は世話をしていない祖母よりも有意に

抑うつ度が高かったが，多変量解析すると有意な差

はみられなくなった。

保護者型の祖母と支援型の祖母を比較した研究は

10件存在した。保護者型の祖母と三世代世帯の祖母
とを比較した論文は複数存在したが，すべて抑うつ

度に有意な差はみられなかった32～38)。一方抑うつ

以外の精神的健康について 2群を比較した研究では
一貫した結果は得られていない。Bowersら31)の研

究では，同居していない孫の世話を週15時間以上し
ている祖母は保護者型の祖母よりも有意に育児負担

感や育児ストレスが低く，生活満足度や祖父母満足

度が高いと報告している。Musilらも三世代世帯の
祖母の方が保護者型の祖母よりも有意に育児負

担37)，育児ストレス36)が低いと報告している。一方

Goodmanら33)はアフリカ系の祖母においては三世

代世帯の祖母の方が保護者型の祖母よりも有意に生

活満足度が低いとして，BowersらやMusilらとは
逆の結果を報告している。また，保護者型と支援型

ではストレス39)，生活満足度32,33)，不安37,38)に有意

な差はみられないとする研究があった。Standing
ら40)は孫との家族形態の変化を経験した祖母への質

的研究を行っているが，保護者型や三世代世帯から

近居へ移行した祖母は孫と暮らす生活がストレスフ

ルであったと語っていたことや，保護者型や三世代

世帯へ移行した祖母が自由を制限されていると訴え

たのに対して，近居に移行した祖母が自由を実感し

ていると語っていることを報告している。

支援型の祖母同士の育児量の違いによって精神的

健康への影響を検討した文献は 1件あった。NSFH
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のデータを用いたMinklerら35)の研究では，平均し

て週30時間以上孫の世話をしている祖母は，週10～
29時間世話をしている祖母よりも有意に抑うつ度が
高いことが示された。この結果は人口統計学的変数

を調整して解析を行ってもなお有意であった。一

方，平均して週30時間以上孫の世話をしている祖母
は，週10時間未満世話をしている祖母よりも抑うつ
度が有意に高かったが，人口統計学的変数で調整し

て解析すると有意な差はみられなくなった35)。

 考 察

本研究では国内外の孫の育児に参加する祖父母の

精神的健康への影響に着目している研究を整理し

た。これまで保護者型の孫育児による健康への影響

をまとめた英文論文のレビューは複数存在する

が15～17)，支援型の孫育児に焦点をあてたレビュー

論文は筆者らの知る限り見当たらない。しかし，わ

が国においては支援型の孫育児を担う祖父母が主流

であり，今後も祖父母は親にとって重要な育児資源

であり続けると考えられることから，本研究で，支

援型孫育児による祖父母の健康への影響に関する文

献を整理したことには大きな意義があると考える。

国内の文献では，孫の育児あり/なし群の比較に

よって健康影響を比較した文献がみられなかったた

め，純粋な孫育児による祖父母の精神的健康への影

響を検討することはできなかった。一方，孫の育児

に参加している祖父母の内部比較からは，孫育児参

加の精神的健康に影響を与える要因が複数存在する

可能性が示された。具体的には祖父母の精神的健康

が，孫の世話を楽しいと感じるか，母親と育児方針

が異ならないかといった育児参加においての「意識」

に左右されるという研究と，孫育児への参加意欲に

関わらず実際の育児量，すなわち孫育児の「実態」

によって左右されるという研究が報告された。ま

た，孫育児へ参加している祖父母は精神的に良い影

響（主観的幸福感・生きがい）と悪い影響（抑うつ・

不安）の両方を受けていることが示された。

英文文献では，支援型の孫育児による精神的健康

への影響について，良い影響を報告する文献と悪い

影響を報告する文献とに分かれ，一貫した結果が得

られなかった。

さらに，日本とアメリカの研究を両方整理したこ

とにより，両者の研究方法，特に対照群の選択基準

や用いた尺度，解析における調整の有無などに違い

があることが明らかになった。両者の研究方法を比

較すると，日本の文献においては，対象とする孫の

年齢が幼児に限定されているものが複数見受けら

れ，孫の年齢の相違による育児内容の差，さらには

健康影響への差がある程度調整されているといえ

る。しかし，孫育児への参加の程度，頻度が客観的

な尺度で測定・調整されておらず，デザインも横断

研究のみであった。一方，英文文献では，大規模縦

断研究の二次データを用いて孫育児の有無による健

康影響の違いを分析した研究や，育児時間に基準を

設けて孫育児を分類している研究が複数見受けられ

た。しかし，孫の年齢は日本の研究の様に統一され

ておらず，18歳以下，学生というように幅広く捉え
られており，育児の内容について言及している文献

は見当たらなかった。

以下では，今後の孫育児研究に期待する課題を 3
つ挙げたい。

課題の一つ目として，研究対象となる孫育児や対

象集団の定義を明確に述べるべきであると考える。

現在孫育児には共通の定義が存在しないが，孫育児

の実態を把握する上でも，研究結果を比較検討する

上でも，実施された研究報告では，取り上げた定義

を明確に述べていく必要があるだろう。

課題の二つ目として，どのような研究デザインを

組めば孫育児の健康影響が明らかになるのかを考え

る必要がある。まず，孫育児なし群を対照群に置い

た調査が日本でも行われることが望まれる。さらに

研究を進めていく際には，地域の高齢者から無作為

抽出して一般化可能性の高いサンプリング方法をと

ったり，縦断研究を行って因果の方向を確認したり

することが必要だろう。また，経済状況や就労の有

無といった調整変数を設定して解析していくことも

必要だろう。

課題の三つ目として孫育児の身体的健康への影響

について取り上げたい。本研究では結果として取り

上げなかったが，対象とした文献では祖父母の身体

的健康にも着目しているものがあった。具体的には

量的研究では孫育児による祖父母への身体面への影

響として「身体の疲労」がとりあげられており，孫

育児を行っている祖母の43.7～56.621,22,25～27)，祖

父の43.3～54.1が疲労を感じていた21,22)。質的研

究でも，身体の疲労について複数語られてい

た29,30)。しかし祖父母の疲労以外に身体面への影響

について詳しく言及した文献や，尺度を用いて身体

面への影響を評価した文献はなかった。

孫育児を担う祖父母は孫の親よりも年上であり，

体力の低下が疲労に結びつくことは容易に想像でき

る。実際の支援においても，疲労に関しては，孫の

親たちへの支援内容とは異なるアプローチが求めら

れると考えられるが，その際，祖父母の育児疲労が

どのような特徴を持っているのかを知ることは非常

に重要であると思われる。母親の育児疲労に関する
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文献では，自覚疲労症状調査票を用いた研究41～44)

や，蓄積的疲労徴候インデックスを用いた研究45)が

報告されており，祖父母においても客観的な身体疲

労の把握が必要と考える。

以上に述べた課題を解決し，孫育児研究の発展に

よって，親が安心して孫育児を祖父母に託せるよう

な，また祖父母が不安なく孫育児を受け入れられる

ような支援の構築につなげられることが期待される。

 結 語

本資料では，国内外の孫の育児に参加する祖父母

の精神的健康に焦点を当てた研究を整理し，今後の

研究を進めていく上での課題を明らかにすることを

目的として研究を行った。国内外の文献から，孫育

児に参加している祖父母は精神的に良い影響と悪い

影響の両方を受けていること，精神的健康を左右す

る要因が複数考えられることが示された。今後の研

究課題としては孫育児の定義を明確にして研究を進

めること，研究のデザインや解析の方法を工夫する

こと，祖父母の身体的な健康にも焦点を当てた研究

を進めることが挙げられる。

(
受付 2009.11.13
採用 2010. 8. 9)
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